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-、

一
接
岸
さ
れ
た
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
間

一
近
に
見
え
る
、
大
洗
港
の
建
設
に
伴

一
一
う
再
開
発
用
地
の
一
隅
に
、
立
派
な

保
育
所
が
建
設
さ
れ
、
喜
々
喜
々
と

し
た
児
童
遠
の
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま

す。
こ
れ
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
旧
町
立

第
2
・
第
3
保
育
所
が
統
合
さ
れ
、

新
年
度
か
ら
新
ら
た
に
発
足
し
た
町

立
第
2
保
育
所
で
す
。

昭
和
幻
年
、
墓
地
敷
地
を
利
用
し

て
建
て
ら
れ
た
旧
第
3
保
育
所
と
昭

和
お
年
に
出
役
場
庁
舎
前
の
寺
有
地

に
建
築
さ
れ
た
旧
第
2
保
育
所
が
、

そ
れ
ぞ
れ
初
年
を
前
後
す
る
年
月
の

経
過
の
中
で
、
周
辺
環
境
の
変
化
や

建
物
の
老
朽
化
も
著
し
く
、
更
に
は

狭
院
な
庭
、
日
照
の
悪
さ
な
ど
が
加

わ
り
、
そ
の
改
善
が
待
た
れ
て
い
た

も
の
で
す
。

新
保
育
所
は
位
一
造
的
に
、
旧
両
保

育
所
の
ほ
ぼ
中
間
的
な
地
点
に
あ
り
、

防
衛
庁
の
防
育
補
助
事
業
と
し
て
昭

和
田
年
度
に
設
計
を
行
な
い
、
昭
和

日
年
度
で
本
体
・
外
構
工
事
の
完
成

を
み
た
も
の
で
す
。

新
ら
し
い
設
舗
と
環
境
で

遊
ぶ

y
学
ぶ
F
J

よ
い
子
た
ち

~ 
盟

建
物
は
大
き
な
遊
戯
室
を
は
じ
め
、

手
洗
場
・
ロ
ッ
カ
ー
・
室
内
電
話
な

ど
を
儲
々
に
備
え
付
け
た
保
育
室
、

長
と
ジ
ュ

I
タ
ン
が
敷
か
れ
、
泳
浴

場
を
備
え
た
乳
児
室
、
明
る
く
衛
生

的
な
謂
理
室
、
水
洗
化
さ
れ
た
ト
イ

レ
等
が
整
備
さ
れ
、
広
い
庭
に
は

口
止
洗
場
や
各
種
遊
具
が
設
置
さ
れ
た

近
代
的
な
保
育
所
で
す
。

こ
ど
も
達
も
保
母
さ
ん
と
一
諸
に

一
段
と
楽
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
ょ
う
。

擁
設
の
概

名
称
大
洗
町
立
第
2
保
育
所

所
在
地
大
洗
町
磯
浜
町
六
八
八
一
の

八
ぷ

敷
地
面
積
一
一
一
、
ご

O
O平
方
米

構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋

建
築
面
積
八
六
八
平
方
米

床
箇
積
八
四
七
平
方
米

総
事
業
費
一
一
五
八
、
九
八
回
、

0
0
0円

事
業
年
度
昭
和
五
八
・
五
九
年
度
(
2

ヶ
年
継
続
事
業
)

設
計
監
理
柴
建
築
設
計
事
務
所

本
体
・
外
橋
工
事
施
工

株
式
会
社
山
形
工
務
庖

東
京
防
衛
施
設
局
補
助
事
業
(
昭
和
五

八
・
五
九
年
度
〈
2
ヶ
年
継
続
事
業
〉
)

内
容
遊
戯
室
・
保
育
室
6
・
乳
児
室

保
育
材
料
室
6
・
事
務
室
・
調
理
室

休
憩
室
・
健
所
4
・
足
洗
い
場
2
・

機
械
室
・
そ
の
他



もあ 第162号 (2)

臼
本
は
も
と
よ
り
世
界
中
か
ら
観
客
が
集
ま
り
、
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る

「
科
学
万
博
つ
く
ば
部
」
も
、
そ
ろ
そ
ろ
中
盤
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
行
こ
う
と
怒
っ
て
い
る
方
に
、
前
も
っ
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

t"¥ おお

叩
潤
鶴

よ

町
民
の
生
命
を
守
る
救
急
車

全
国
で
の
救
急
出
動
は
年
々
増
加
し

て
お
り
日
秒
に
一
一
回
の
割
合
で
出
動
し

て
お
り
ま
す
。

昭
和
田
年
中
に
お
け
る
大
洗
町
で
の

救
急
事
故
は
、
救
急
車
の
出
動
件
数
で

揃
件
、
搬
送
人
員
で
制
人
で
し
た
。

昭
和
田
年
中
と
比
較
す
る
と
、
出
動

件
数
で
幻
件
、
搬
送
人
員
で
お
人
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
が
一
日
平
均
は

件
の
割
合
で
出
動
し
た
こ
と
に
な
り
、

町
民
位
人
に
一
人
の
割
合
で
搬
送
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭和60年6月1日

救
急
車
が
出
動
し
た
救
急
事
故
を
種

別
ご
と
に
見
る
と
、
病
気
な
ど
の
救
急

患
者
が
最
も
多
く
山
一
%
と
全
体
の
半
分

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
交
通
事

故
が
山
%
、
一
般
の
怪
我
、
病
院
か
ら
病

院
へ
の
転
送
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑧
病
気
な
ど
の
較
急
患
者

ガ
山
%
で
ト
ッ
プ

O
入
場
券
は
い
く
ら
?
ど
こ
で
?

入
場
券
は
、
大
人
・
中
人
・
小
人
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
種
類
と
各
料
金

は
表
の
と
お
り
で
す
。
一
緒
に
行
く
人

た
ち
の
人
数
や
時
間
に
合
っ
た
も
の
を

選
ん
で
上
手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
左
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
は
っ
て

あ
る
駅
の
窓
口
、
旅
行
会
社
、
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
、
デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
、
室
田

市
柏
、
新
聞
販
売
活
、
た
ば
こ
販
売
庖
な

ど
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

会
場
の
入
場
券
売
場
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
買
っ
て
お
く

ほ
う
が
無
難
で
し
ょ
う
。

。
会
場
内
は
・
・
・
・
・
.

会
場
は
、
八
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

(
A
i

H
)
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

会
場
と
会
場
周
辺
の
自
然
環
境
を
で
き

る
だ
け
生
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

望
ま
し
い
街
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に
す
る

と
い
う
考
え
方
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
会
場
中
央
の

E
ブ
ロ
ッ
ク
に
「
人
間
・

蔚
住
・
環
境
と
科
学
技
術
」
と
い
う
、

今
回
の
科
学
技
術
と
人
間
の
か
か
わ
り

を
紹
介
す
る
「
テ
!
?
館
」
が
あ
り
ま

す。
関
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
は
政
府
出
展
施
設

で
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
の
発
援
を
紹

介
す
る
「
獲
史
館
¥
さ
ま
ざ
ま
な
遊

入場券は、このステ

ッカーのはってある

所で売っています。

料金(河)I 適用範問

満23歳以上の方

満15歳以上 23歳未満の方

満4歳以上 15歳未満の方

大人

中人

小人

2，700 
1，400 

700 

1，400 

700 

400 

大人

中人

小人

普通

入場券

種類

醜
噛
軽
症
患
者
ガ
似
%

救
急
車
で
病
院
な
ど
に
搬
送
さ
れ
た

別
人
に
つ
い
て
、
傷
笑
程
度
別
の
搬
送

状
況
を
見
ま
す
と
、
病
院
な
ど
で
医
師

の
診
断
を
受
け
、
入
院
加
療
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
患
者
が
削
%
と
約
半
分
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
に
三
週
間
の
入
院

加
療
を
必
要
と
す
る
も
の
が
幻
%
、
重

寸

び
に
参
加
す
る
な
か
で
科
学
の
原
理
を

体
験
で
き
る
ご
」
ど
も
広
場
」
が
あ
り

ま
す
。D
、
フ
ロ
ッ
ク
の
「
エ
キ
ス
ポ
プ
ラ
ザ
」

も
政
府
出
展
施
設
・
電
子
式
映
像
シ
ス

テ
ム
と
約
一
二
干
の
ベ
ン
チ
式
観
客
席
を

備
え
た
出
入
り
自
由
の
開
放
的
な
構
造

で
、
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
の
行
事

や
、
祭
り
、
音
楽
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
こ
こ
で
催
さ
れ
ま
す
。

A
・
B
-
F
-
G
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

は
園
内
、
海
外
出
展
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
、

日
ブ
ロ

y
ク
に
は
、
協
会
本
部
ビ
ル
な

ど
博
覧
会
運
営
管
理
関
係
の
施
設
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

O
会
場
内
の
足
は
?

ビ
ス
タ
ラ
イ
ナ
ー
・
:
:
・
北
ゲ

l
ト
か

ら
、
右
に
政
府
館
、
左
に
G
ブ
ロ
ッ
ク

の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
み
な
が
ら
エ
キ
ス
ポ

プ
ラ
ザ
駅
ま
で
の
六
百
メ

i
ト
ル
を
一
二

分
半
で
結
ぶ
ミ
ニ
モ
ノ
レ
ー
ル
。

ポ
レ
ポ
レ
パ
ス
:
・
・
:
十
一
か
所
の
停

留
所
に
停
ま
り
な
が
ら
、
約
五
十
分
か

け
て
会
場
内
を
一
潤
す
る
循
環
パ
ス
。

会
八
台
中
、
四
ム
口
は
、
車
イ
ス
の
ま
ま

昇
降
で
き
る
設
備
が
と
と
の
っ
て
い
ま

す
。
率
イ
ス
は
各
ゲ

i
ト
の
貸
出
所
と

事
ゲ
!
ト
近
く
に
あ
る
隊
答
者
・
お
年

寄
り
セ
ン
タ
ー
で
無
料
で
借
り
ら
れ
ま

す。

午後4時以降に入場される

1i 

家族割引

入場券

f本などの不自由な方やi荷70
歳以上の万

5枚つづり。 l人でl枚ず

つ利用できるほか、多人数

の河時利用もできます。

大人・小人各1人、または

中人・小人各1人の組合わ

せで利用できます。
※ (f日用てれきない日カずある
ので注意してくださし、)

12，000 

6，000 
3，000 

1，400 

700 
400 

大人

中人

小人

大人

中人
小人

大人

小人

中人

小人

夜間割引

入場券

特別i害リヲi
入場券

回数割引

入場券

症
山
%
、
死
亡
川
%
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
@
毅
急
車
を
正
し
く

利
用
し
ま
し
ょ
う

軽
い
「
怪
我
」
や
緊
急
性
の
な
い
「
病

気
」
な
ど
で
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
り

や
深
夜
の
入
院
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑨ 

勢
体
障
害
者
の

福

祉

i
、
重
度
身
体
鯖
害
者
住
宅
改
造
費

の
助
成

。
対
象
者
下
肢
又
は
体
幹
機
能
障

害
で
2
級
以
上
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
も
っ
て
い
る
方
の
い
る

世
常
。
た
だ
し
、
所
得
税
非
課

税
の
世
帯
。

。
内
容
府
案
・
玄
関
・
台
所
・

浴
室
・
便
所
な
ど
を
改
造
す
る

た
め
の
費
用
を
印
万
円
を
限
度

と
し
て
、
そ
の
4
分
の
3
、
幻

万
5
千
円
を
県
と
町
が
補
助
し

ま
す
。

O
窓

口

役

場

厚

生

課

2
、
障
害
者
住
宅
改
造
整
備
資
金
の

貸
付
と
利
子
補
給

O
対
象
者
身
体
樟
害
者
手
続
の
1

級
又
は
2
級
を
も
っ
て
い
る
方

の
い
る
世
帯
。

。
内
容
居
宅
を
精
改
築
又
は
改

迭
す
る
資
金
(
貸
付
限
度
額
出

万
円
)
の
貸
付
け
を
受
け
る
場

合
、
3
%
の
利
息
で
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
償
還
期
限
は

叩
年
以
内
。

O
窓

口

役

場

厚

生

課

3
、
世
部
資
金
資
金
の
貸
付

。
対
象
者
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
の
世
帯
。

O
内
容
別
表
の
と
お
り
。

O
窓
口
町
社
会
福
祉
協
議
会

このほか団体割引入場券(一般、学校)があります。

一一

救
急
車
は
、
生
命
に
危
険
が
あ
り
、

急
い
で
病
誌
な
ど
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ー
み
ん
な
で
覚
え
よ
う
救
急
処
置
法

l

〔
大
洗
釘
消
防
署
J

4
、
家
庭
奉
仕
貨
の
派
遣

。
対
象
者
震
度
の
埠
窓
口
の
た
め
日

常
生
活
に
著
し
く
支
障
を
き
た

し
て
お
り
、
家
族
だ
け
で
は
そ

の
介
護
を
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
家
庭
を
奉
仕
員
が
訪
問
し
、

お
世
話
し
ま
す
。

O
内
容
お
世
話
す
る
内
容
は
、

食
事
・
洗
た
く
・
帰
除
・
異
物

生
一
ザ
の
家
事
介
護
な
ど
で
す
。

。
費
用
世
帝
の
課
税
状
況
に
よ

り
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

O
窓

口

役

場

厚

生

課

資金の積類 貸付限度
ji/i萱 償還

台育 ~ J~Jl情] 期限
円以内 以内 以内

貸付波度 特lこ必要と認められ
生業費 860，000 l 年 9 年

る場合2，600，000円以内

支度費 70，000 6 月

8 年 貸付限度特に必要と認められ
技能習得賛 月 16，000 1 年 る場合130，000円以内

貸付期潤 3年以内

住宅資金 900，000 6 月 6 年
貸付限度 災寄により特に必要

な場合1，200，000円以内

〔
別
表

一
、
金
十
万
円
也

大
洗
町
教
育
振
興
基
金
の
一
部
と

し
て大
洗
町
磯
浜
町
五
五
八

関

根

一
、
書
籍
「
天
女
の
米
議
」
他
苔
二
十

二
冊
(
金
十
一
万
四
千
円
相
当
額
)

大
洗
ロ

l
タ
リ

i
ク
ラ
ブ

会
長
小
泉
健
太
郎
殿

¥ 

厚
殿

(注)貸付利子は年3パーセント

国
保
の
手
続
は
十
四
日
以
内
に

11 。
国
保
に
加
入
す
る
日

①
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
日
(
社

保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
)

②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た

日
の
よ
く
日

③
出
生
し
た
日

④
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

圏
保
の
手
続
が
遅
れ
た
場
合
は
大
き
な
損
失
で
す

①
由
一
保
の
加
入
届
け
出
が
遅
れ
る
と

加
入
す
る
日
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
そ
の
間
保
険
証
が
な

い
た
め
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
国
保

加
入
の
日
は
届
け
出

の
日
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
く
れ
ぐ
れ
も

注
意
し
て
下
さ
い
。

②
職
場
の
社
会
保
険
の

加
入
に
よ
り
国
保
の

資
格
が
な
く
な
っ
て

い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
届
け
出
が
遅

れ
う
っ
か
り
国
保
の

保
険
証
で
お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
た
場
合

は
あ
と
で
富
民
健
康

保
険
が
負
担
し
た
医

国
保
と
交
通
事
故

O
国
保
を
脱
退
す
る
日

①
他
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
日
の

よ
く
臼
ま
た
は
そ
の
日

②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
入
つ

た
日
の
よ
く
日

③
死
亡
し
た
日
の
よ
く
B

④
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
日

療
費
は
返
還
し
て
貰
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
様
に
届
け
出

が
遅
れ
る
と
大
き
な
損
失
と
な

り
ま
す
。
届
け
出
は
必
ず
十
四

日
以
内
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

場
合
は
必
ず
国
保
係
へ
保
険
証
、
印

か
ん
持
参
の
上
届
け
出
て
下
さ
い
。

示
談
は
慎
重
に

一
不
談
の
成
立
後
は
加
害
者
に
請
求

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
く
れ
ぐ
れ
も
示
談
は
慎
重
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
示
談
を
結
ぶ
前

に
必
ず
毘
保
係
へ
届
け
出
て
下
さ

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
交
通

事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
治
療
費
、
は

加
害
者
が
支
払
う
の
が
原
則
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
国
保
を
使
っ

た
場
合
は
、
一
時
立
替
え
て
お
き
、
後

で
加
害
者
か
ら
国
保
へ
医
療
費
を
返
還

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

示談iま関保に相談して

から。
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萩
本
欽
ち
ゃ
ん
の
司
会
す
る
「
弘
時

間
テ
レ
ビ
・
愛
は
地
球
を
救
う
」
チ
ャ

リ
テ
ィ

i
募
金
委
員
会
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
「
き
わ
や
か
号
」
は
、
本
年
2
月

か
ら
ね
た
き
り
の
老
人
・
重
度
身
体
障

害
者
・
児
を
対
象
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
日
名
の
方
が
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
お
ひ
と
り

A
さ
ん
(
百
歳
男
性
)
は
、
お
風
呂
に

入
り
た
い
と
つ
ね
づ
ね
家
族
に
話
し
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
町
に
も
入
浴
車
が

入
っ
た
こ
と
を
知
り
、
さ
っ
そ
く
申
込

ま
れ
、
家
庭
奉
仕
貝
の
介
助
を
受
け
入

浴
し
、
久
々
に
き
わ
や
か
な
気
分
だ
と

韓
藤
相
談
室

⑩ 

百
議
ま
で
生
き
る
に
は

(3)第162号

百
歳
以
上
の
人
を
調
査
し
た
結
果

に
よ
り
ま
す
と
、
南
の
暖
か
い
地
方

に
多
く
、
北
の
索
、
ぃ
固
に
は
少
な
い

よ
う
で
す
。
性
別
で
は
女
性
が
断
然

多
く
女
性
別
%
、
男
性
別
%
位
の
割

合
い
で
す
。

燦
草
は
吸
わ
な
い
も
の
女
性
で
回

%
、
男
性
で
印
%
位
で
あ
っ
た
。

食
事
に
つ
い
て
は
偏
食
し
な
い

も
の
が
多
か
っ
た
。
長
寿
の
秘
訣

は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
?
結
局

長
生
の
家
系
で
あ
る
こ
と
、
く
よ

く
よ
し
な
い
こ
と
、
規
則
正
し
い

生
活
、
つ
ま
り
睡
眠
・
休
養
・
食

大
よ
ろ
こ
び
さ
れ
、
次
閣
の
入
浴
日
が

待
遠
し
い
と
の
予
」
と
で
し
た
。

入
浴
車
派
遣
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ー
、
対
象
者
ね
た
き
り
乏
人
、
重
度

心
身
障
害
者
児
・
そ
の
他
町
長
が
必

要
と
認
め
た
も
の

2
、
派
遣
自
数
月
2
間
程
度

3
、
費
用
負
担
一
回
一
、
一
八

O
円

※
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て

は
一
部
を
公
費
負
担
し
ま
す
0

4
、
申
込
み
派
遣
中
講
堂
百
に
医
師
の

証
明
書
を
添
え
、
役
場
厚
生
課
へ
申

し
出
て
下
さ
い
。
(
用
紙
は
厚
生
課

に
あ
り
ま
す
。
)

古
学
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
大
切
な
事
は
家
族
の
協
力

で
あ
る
。
家
族
と
の
会
話
・
交
流
・

ま
わ
り
と
の
人
間
関
係
が
必
要
で
あ

り
、
家
族
の
一
員
と
し
て
家
族
に
と

っ
て
必
要
な
存
在
で
あ
る
と
云
う
意

識
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う

年
だ
か
ら
役
に
立
た
な
い
か
ら
ど
う

で
も
い
い
ん
だ
:
:
:
と
云
う
家
族
の

一
一
一
一
節
動
が
見
、
え
て
来
た
ら
お
し
ま
い
で

あ
る
。

(
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

大
洗
一
宮
中
生
位
脱
会

「
官
小
さ
な
親
切
」
運
動
本
部
よ
り

表
彰
さ
れ
る

さわやか号を見学する民生委員

去
る
5
月
口
日
の
午
前
、
社
団
法
人

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
本
部
か
ら
全
国

委
員
の
小
野
茂
一
さ
ん
が
来
校
、
校
長

室
を
訪
れ
、
た
ず
さ
え
て
こ
ら
れ
た
岡

本
部
代
表
茅
誠
司
先
生
よ
り
一
中
生
徒

会
あ
て
の
表
彰
状
を
、
小
野
瀬
隆
校
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
中
生
徒
会
(
、
氷
井
良
一

会
長
)
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
歳
末
助

け
合
い
運
動
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
の
善
行
が
、
現
代
の
暗
い
世
相
に

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
光
を
与
え
る
親
切
行

為
と
し
て
同
本
部
の

g
に
と
ま
っ
た
も

の
で
す
。
歳
末
助
け
合
い
運
動
で
は
、
昨
年
の

纂
に
は
、
各
学
級
毎
に
置
か
れ
た
募
金

箱
に
生
徒
逮
が
小
遣
い
を
持
ち
寄
り
、

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
一
万
円
也
、

い
ば
ら
き
新
聞
社
に
二
万
五
千
一
一
一
百
四

十
円
也
を
寄
託
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
は
町
内
各
小
・
中
・
高
等
学
校
と

共
に
空
缶
の
回
収
や
海
岸
清
掃
、
ア
フ

リ
カ
難
民
救
済
等
の
諸
活
動
を
行
っ
て

き
た
も
の
で
す
。

こ
の
突
然
の
表
彰
に
感
激
し
た
小
野

瀬
校
長
は
、
早
速
全
校
集
会
で
永
井
生

徒
会
長
に
表
彰
状
を
伝
達
し
、
全
校
生

徒
の
善
行
を
讃
え
ま
し
た
。

小
野
全
国
委
員
か
ら
表
彰
状
を
受

け
る
永
井
生
徒
会
長
と
生
徒
会
役
員

水
道
週
間

だ
い
じ
に
ね

毎
日
使
う
本
だ
か
ら

釘
の
水
道
は
昭
和
的
年
に
給
水
を
始
念
口
聞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

め
て
か
ら
四
半
世
紀
を
超
え
、
現
在
で
作
品
の
展
示
は
、
水
道
週
間
中
町
内

は
全
世
帯
の
凹
%
に
あ
た
る
五
、
九
六
の
各
銀
行
、
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
、

七
世
帯
の
方
々
が
水
道
を
利
用
し
て
お
水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産
物
仲
買

り

ま

す

。

人

協

向

組

A
尺
農
業
協
同
組
合
、
役
場

水
道
は
、
前
民
の
健
康
で
文
化
的
な
等
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
常
生
活
を
支
、
え
る
最
も
重
要
な
施
設
〔
入
選
者
〕

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

O
標
語
の
部
O

本
町
の
水
道
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
磯
浜
小
学
校
鈴
木
香
織
、
唐
沢
宏
枚
、

に
は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
小
招
ゆ
か
り
、
加
部
東
祥
治
、
関
根
益

水
需
要
の
増
大
に
対
応
す
べ
く
新
規
水
美
、
桧
山
祐
子
、
青
柳
さ
と
み
、
栗
橋

源
の
確
保
は
も
と
よ
り
県
中
央
広
域
水
正
和

道
の
早
期
実
現
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
大
貫
小
学
校
関
根
誠
、
加
部
東
純
子
、

す

。

西

宮

祐

子

、

飯

塚

和

代

、

雲

井

君

江

、

こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
り
水
道
に
石
井
圭
子

つ
い
て
町
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
夏
海
小
学
校
大
賞
美
由
紀
、
清
宮
明
、

た
め
に
町
で
は
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
大
貫
幸
子
、
大
谷
典
正

町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
章
一
生
徒
か
ら
第
一
'
中
学
校
山
石
井
正
樹
、
坪
井
秀
夫
、

作
品
の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。
石
沢
佐
和
子
、
大
貫
勉

関
係
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
南
中
学
校
加
倉
井
階
、
米
川
文
代
、

次
の
作
品
が
入
選
と
決
ま
り
賞
状
と
記
石
崎
一
也
、
宮
部
和
子

y
信一

6
月
4
1
日
j

7
日

金
額
は
一
一
一
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま

す。
な
お
、
過
去
一

O
年
の
聞
に
免
除

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
免
除
さ

れ
た
当
時
の
保
険
料
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
納
め
て
よ

り
多
く
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
が
臨
難
な
場
合

免
除
の
手
続
き
を
グ

老
齢
年
金
は
、
保
険
料
を
二
五
年
以

上
(
年
齢
に
よ
り
一

O
年
か
ら
二
四
年

に
短
縮
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
)
納
め
ら

れ
た
期
間
に
よ
り
、
六
五
歳
(
六

O
歳

か
ら
繰
上
げ
請
求
で
き
る
。
)
か
ら
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
の
が
悶
難
で
あ
る
場
合
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
、
了
。

(
町
民
税
の
申
告
が
さ
れ
て
な
い
方
、

ま
た
、
収
入
な
ど
に
よ
り
、
免
除
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
七
月
末

日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
で
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
っ
て
、
免
除
市
中
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

認
め
ら
れ
ま
す
と
、
一
年
間
の
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
免
除
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
受
け
る
年

愚
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑫

ハ

イ

ラ

ン

ド

ピ

ラ

姫

路

(

兵

庫

県

姫

路

市

)

⑧
あ
し
国
鉄
(
新
幹
線
・
山
間
防
本
線
)
、
私
鉄

(
山
陽
電
鉄
)
姫
路
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
約
'

十
五
分
。
ま
た
は
駅
前
か
ら
神
姫
パ
ス

で
約
二

O
分
、
広
峰
行
で
終
点
下
車
、

徒
歩
ニ

O
分。

@
ひ
と
ロ
ガ
イ
ド

淡
路
島
、
中
本
局
諸
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト

が
美
し
い
。
眼
下
に
は
美
し
い
姿
で
そ

び
え
る
国
宝
姫
路
城
、
城
下
町
か
ら
近

代
都
市
へ
と
変
貌
す
る
姫
路
市
の
街
並
。

こ
れ
ら
が
一
望
で
き
る
広
峰
山
市
出
近

く
に
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ビ
ラ
姫
路
が
あ
り

ま
す
。
と

く
こ
自
慢

の
展
望
風

呂
か
ら
の

眺
め
は
抜

群
。
ま
た
、

広
峰
山
か

ら
増
位
山

に
か
け
て

の
山
陽
自
然
歩
道
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
¥

コ
i
ス
と
し
て
家
族
で
楽
し
め
ま
す
勺

@
宿
泊
利
用
料
二
泊
二
食
付
)

被
保
険
者
等
回
、
一
二

O
O円

一

般

五

、

0
0
0円

小

学

生

三

、

八

O
O円

傘
予
約
申
込
み
・
間
合
せ

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
ビ
ラ
姫
路
L

へ
獲
接

千
六
七

O

兵
庫
県
姫
路
市
広
峰
山
樋
ノ
谷

ニ
二
四
二
六

T
E
L
(
O七
九
二
)

八
四
i
一二

O
一O

-J一
角

一

一

前

士

季
一

一

六

一

一

↑

ARス
fb¥
十
じ
覇
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p
大
洗
聞
音
楽
協
会
月

会
員
募
集
立
つ
い
て

大
洗
町
音
楽
協
会
で
は
、
町
内
の
音
楽
愛
好
者
が
協
力
し
て
、
音
楽
を
通
し

て
豊
か
な
生
活
を
築
き
、
音
楽
文
化
の
向
上
を
は
か
り
、
合
せ
て
よ
り
良
い
音

楽
を
発
表
す
る
機
会
と
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
る
た
め
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
六
十
年
度
の
会
員
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
会
費
及
び
会
員
資
格

ハ
円
一
般
会
員
:
:
:
一
一
、
四

O
O円
(
大
洗
町
在
住
及
び
在
職
者
)

口
学
生
会
員
:
:
:
一
、
ニ

O
O円
(
大
洗
町
在
住
及
び
在
学
の
高
校
生
以
上

の
学
生
・
生
徒
)

二
、
主
な
事
業
と
会
員
特
典

付
協
会
主
催
又
は
、
共
催
に
よ
る
一
流
演
奏
家
、
団
体
等
の
鑑
賞
会

(
大
洗
文
化
セ
ン
タ

i
一
会
員
は
割
引
価
格
)

口
会
員
に
よ
る
音
楽
発
表
会
(
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
一
入
場
無
料
)

同
そ
の
他
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

曲
、
申
し
込
み
先

O
教
育
委
員
会
社
会
教
脊
係
到
六
六
|
二
四
一
一

O
大
洗
町
磯
浜
町
一
二
七
七
番
地
引
六
七
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第9田

町民挙げての大掃除実施について
(お知らせ)

私達の住む環境を、私達 1人 l人の手できれいにし、清

潔で明るい、健康な地域づくりをするために、昨年に引き

続き「町民総ぐるみの大掃除」を次のとおり実施すること

になりました。

町民のみなさんのご協力をお願いいたします。

大掃徐の範囲・区域

明神町、東光台、 1丁目、

汐見ヶ丘、 2丁目、仲町、

金沢町、祝町、松ケ丘、

通町

新町、永町、髭釜

大場徐の時間

午前6時から

11 6月23臼(8)

6 F.l16S(日)

夏期臨
変期の大洗町への海水浴客の輸送確保のため下記の通り臨時列車

を運行します。

① 上野~大i光開

期王事運転富十重奇襲

大掃除の日

昭和60年 7月24B(ァは 25日(札 26日(銑

30日(火)， 31日(7ぬ

上野発 7: 10 ~大洗務 9 :37 

大j先発16:16 ~上野清18: 47 

急行列車“おおあらい号" 6両編成(3両大洗・ 3両阿字ヶ浦)

大宮一大洗間 昭和60年 8月 3日出， 4日(日)

大宮発 7:04 ~大洗着10: 47 

大洗発15:18 ~大宮着18: 35 

普通列車“大洗エメラルド号" 6両編成(定員 512名)

大子~大洗間 昭和60年 7月27日出， 28 B(日)

昭和60年 8月 1 B(木)~11 日(日)計11 日間

大子発 7:00 ~大洗着 9 : 20 

大洗発16:28 ~大子着19: 07 

普通列車“大洗いそかぜ号" 4両編成(定員 336名)

29日(月);

~ 

② 

③ 

下水、側溝などの泥上げ、散在している

空缶収集、 トラックへの積込み、町内に

散在している不法立看板の撤去、薬剤の

散布

広報無線放送でお知らせします。

大洗町会町内会長

大洗町役場

大賞町全地区、

夏海地区、松川地区
11 6月30日(8)

分行事予定褒大洗文化センタ-6 0大掃除の対象

円品百

そヨr内事イ建開催場所名事催隠始時間日催凋

。実施の合図

茨城の民話コンクール大会
ホール
リハーサル室

ル大会茨城の民話コンク9 :00-6月2B(日)

水道資任技術者受験者講習会ノレホ
日本水道協会茨城県支部
責任技術者受験者講習会

9 :00-6月7日幽

茨城の唄民謡大会JI-ホ第9回おらが茨城の唄民謡大会9川0-6月9B(日)

健康体操及び子どもを対象にバレエ講背笑技
を行なう

リハサル室
ミス&ミセスの健康体操
バレエ教室

14:00-
6月6，13休)
19水.)，27日附

大洗町における交通事故の発生状況 (60.4月現花)8本ア7チュア無線茨城然支部大会JIノホ
日本アマチュア無線連盟(JARL)
茨城県支部大会

9川0-6月16日(日)

数il戎増前年同期年本

2 (ム 7) 4 (27) 6 (20) 

(
 

凡
りo ( 0) o ( 1) 数者死

※( )内は累計を示す。

“毎月 1 日は突通安全の日"“あなたが築く~通安全"

発生件数
自動車運転免許所有者で更新のための議濁会

保育閤研究大会

1 (ム 6) 5 (33) 6 (27) 負傷者数カラオケ愛好者の大会

リハーサル室
大会議室

ステージのみ使用

ホール

オミ ーー ノレ
リハーサル室
大会議室
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第28回全国私立保育閤研究大会9 :00-6月20B (村

三〉、
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13: 00-
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